
ウガンダ通信 ~from Uganda~ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんにちは。甲子園も終わり、日本の夏も終わりに近づいている頃だと思います。仙台育英惜しかった

ですね。来年こそ東北に優勝旗が来て欲しいです。先月でウガンダに来て 1年が経ちました。私達青年

海外協力隊は 1年が過ぎると 1年の活動を発表する「中間活動報告会」があります。今回は中間報告会

の様子と、ウガンダで 1年間過ごして感じたことをお伝えします。 
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同期 8 人お揃いのシャツを着て発表！ 

ウガンダに来て 1 年が経ちました 

「チテンジ」というウガンダの伝統生地で作っ

たシャツを着てプレゼンテーションを行いま

した。 

ウガンダにいるボランティアは中間報告会で

発表する際、お揃いの生地で衣装を作って発表

することが多いです。 

布屋で数多くある中から好きな生地を選び、仕

立て屋さんに仕立ててもらいます。 

同期 8 人全員、無事に中間報告会を迎えるこ

とができて嬉しかったです。 

来年の最終活動報告会、日本への帰国も全員

で迎えたいです。 

中間活動報告会の様子 

持ち時間は 1人 20分（発表時間 15分、

質疑応答 5分）でした。 

同期隊員はコミュニティ開発、体育、小

学校、医療機器、PCインストラクターと

職種も様々です。普段知ることのない、

みんなの活動の様子を知る良い機会で、

とても刺激になりました。 



わかりにくいですが、USB メモリを挿すとファイルがすべてショートカットに変わってしますウイルスが

多いです。USB メモリに入っているファイルが開けなくなってしまいます。他人の USB メモリを自分のパ

ソコンに挿すときはウイルスチェックが必須です。ウイルスに感染してしまったパソコンは Windowsを再

インストールしています。 

学校にはインターネット環境があるのですが、生徒は Facebookに夢中です。授業中、先生に見つかった生徒

は棒で叩かれています。授業にも支障がでているので、Facebookへアクセスできないように設定したり、イ

ンターネットへの接続を切ったりして対応しています。現在試行錯誤中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ウガンダで 1 年間パソコンの先生をして感じたこと 

あとがき 

大きな怪我や病気等なく、無事ウガンダで 1年過ごすことができました。慣れない環境でス

トレスが溜まることもありますが、ランニングや、休日を近くのボランティアの人と過ごす

など息抜きをしています。インターネットで日本のニュースを見るのも楽しいです。ウガン

ダのパソコン事情は日本より問題が多いですが、勉強になることが多くおもしろいです。 

私の配属先の学校にはパソコンが 50 台近く

ありますが、古いパソコンが多いため、何か

しらの問題を抱えています。 

パソコンの中を開けての掃除や、パーツを交

換して使っています。 

停電が日常茶飯事なので、バッテリーが無い

デスクトップパソコンは作業中にいきなり

電源が切れてしまいます。パソコンやディス

プレイへの負担は大きいですし、いつ停電に

なるかわからないので、頻繁に上書き保存を

しなければいけません。 


